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イ
ラ
ン
国
内
の
デ
モ
は

　
　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
謀
略
？

　　

今
朝
起
き
て
、
最
初
に
目
に
飛
び
込
ん
で

き
た
の
は
、「
ア
メ
リ
カ
が
１
月
18
日
に
Ｆ

―
15
Ｅ
戦
闘
機
を
ヨ
ル
ダ
ン
に
配
備
し
た
」、

と
い
う
情
報
だ
っ
た
。ウ
オ
ー
ル・ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
報
じ
た
。
イ
ラ
ン
周
辺

で
急
速
に
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。
イ
ラ
ン

で
の
抗
議
デ
モ
に
端
を
発
し
た
ア
メ
リ
カ
の

介
入
宣
言
の
影
響
が
渦
を
巻
い
て
広
が
っ
て

い
る
の
だ
。
イ
ラ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
攻

撃
が
あ
っ
た
場
合
、
地
域
の
米
軍
拠
点
を
攻

撃
す
る
と
警
告
。
米
軍
拠
点
は
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、

カ
タ
ー
ル
、
ト
ル
コ
等
に
散
開
し
て
い
る
。

　

カ
タ
ー
ル
の
ア
ル
ウ
デ
イ
ド
米
軍
基
地
で

は
一
部
の
要
員
を
退
避
さ
せ
、
装
備
品
も
移

動
し
た
。
ア
ル
ウ
デ
イ
ド
基
地
は
、
１
万
人

以
上
の
兵
士
が
駐
留
し
、爆
撃
機
や
戦
闘
機
、

空
中
給
油
機
な
ど
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
英

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
英
軍
関
係
者
も
退
避

を
始
め
た
。
テ
ヘ
ラ
ン
の
英
国
大
使
館
は
一

時
的
に
閉
鎖
。
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
も
職
員
の

一
部
に
避
難
を
勧
告
。

　

１
月
13
日
、
ト
ラ
ン
プ
は
多
く
の
死
者

を
出
す
抗
議
デ
モ
隊
に
向
け
て
「
も
う
直

ぐ
、支
援
が
届
く
」と
ツ
イ
ー
ト
。
が
、『
支

援
』
の
中
身
は
触
れ
な
か
っ
た
。
共
和
党

の
リ
ン
ゼ
ー
・
グ
ラ
ム
上
院
議
員
は
「
軍

事
・
サ
イ
バ
ー
・
心
理
戦
に
よ
る
、
大
規

模
な
『
波
状
攻
撃
』
が
『
支
援
』
の
核
心
」

と
解
説
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
彼
は
米
軍

の
地
上
部
隊
派
遣
は
否
定
し
て
い
る
。

　

イ
ラ
ン
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ハ
ラ
ー

ル
ネ
ッ
ト
）
が
遮
断
さ
れ
、
公
共
交
通
機
関

が
混
乱
し
、
航
空
会
社
も
減
便
や
欠
航
を
継

続
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
国
は
、
イ
ラ

ン
に
滞
在
す
る
国
民
に
即
時
退
避
を
呼
び
掛

け
た
。
航
空
便
が
使
え
な
い
場
合
、
隣
接
す

る
ト
ル
コ
か
ア
ル
メ
ニ
ア
に
陸
路
で
出
国
す

る
よ
う
勧
め
、道
路
が
渋
滞
し
始
め
て
い
る
。

　

デ
モ
隊
の
死
者
が
３
０
０
０
人
を
超
え

る
と
伝
え
ら
れ
た
中
、
ト
ラ
ン
プ
は
側
近

に
「
イ
ラ
ン
に
対
し
て
の
断
固
と
し
た
選

択
肢
」
を
持
っ
て
く
る
よ
う
要
求
。
ア
メ

リ
カ
の
新
聞
は
１
月
15
日
、
既
に
原
子
力

空
母
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
を
中

核
と
し
た
空
母
打
撃
群
が
、
中
東
に
向

か
っ
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
。

　

１
月
15
日
の
国
連
・
安
全
保
障
理
事
会

で
、
米
大
使
は
「
ア
メ
リ
カ
は
『
虐
殺
を

止
め
る
た
め
に
』
す
べ
て
の
選
択
肢
を
用

意
し
て
い
る
」「
イ
ラ
ン
に
は
対
話
の
用

意
が
で
き
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。
英
国

と
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ラ
ン
政
府
に
よ
る
デ
モ

参
加
者
の
逮
捕
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
遮
断

を
非
難
。「
権
利
を
求
め
て
平
和
的
に
抗

議
す
る
イ
ラ
ン
国
民
と
共
に
立
つ
」
と
強

調
し
た
。

　

一
方
で
イ
ラ
ン
の
ア
ラ
グ
チ
外
相
は
、

１
月
14
日
の
米
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
で
「
国

内
の
デ
モ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
謀
略
」
と

主
張
。「
国
外
か
ら
指
揮
さ
れ
た
テ
ロ
勢
力

が
抗
議
活
動
に
侵
入
し
、
治
安
部
隊
へ
発

砲
を
始
め
た
」「
抗
議
者
で
な
く
、
テ
ロ
リ

ス
ト
と
の
戦
い
だ
」
と
弁
明
、「（
イ
ス
ラ

エ
ル
が
）
各
都
市
で
戦
闘
を
起
こ
し
、
死

者
数
を
増
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
一
方
、

イ
ラ
ン
国
内
で
は
、
正
規
軍
か
ら
独
立
し

た
『
革
命
防
衛
隊
』
の
存
在
感
が
益
々
高

ま
っ
て
い
る
。
市
民
は
「
最
高
指
導
者
ハ

メ
ネ
イ
の
治
安
部
隊
が
無
防
備
の
デ
モ
隊

に
向
け
て
催
涙
ガ
ス
や
実
弾
を
撃
っ
て
く

イ
ラ
ン
緊
迫
！
　

　
　
～
ハ
メ
ネ
イ
体
制
は
保
つ
の
か
～

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
夫
人

松
富
か
お
り

松
富
か
お
り
の〈
世
界
と
日
本
の
安
全
保
障
〉㉗
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る
」
と
Ｆ
Ｔ
の
記
者
に
話
し
た
。
市
民
は

自
分
達
で
体
制
を
倒
す
に
は
多
く
の
血
が

流
れ
す
ぎ
る
と
恐
れ
、
も
し
、
現
体
制
を

倒
せ
る
と
し
た
ら
、「
国
家
の
中
の
国
家
」

と
し
て
エ
リ
ー
ト
軍
人
と
経
済
的
基
盤
を

備
え
た『
革
命
防
衛
隊
』し
か
な
い
の
で
は
、

と
す
ら
思
っ
て
い
る
と
い
う
。

　　

抗
議
活
動
の
死
者
は

　
　

６
１
２
６
人
に
達
し
て
い
る

　　

イ
ラ
ン
で
は
、
去
年
末
か
ら
バ
ザ
ー
ル
の

商
人
ら
を
中
心
に
、
通
貨
下
落
、
イ
ン
フ
レ

や
、（
二
重
レ
ー
ト
等
が
認
め
ら
れ
る
等
の
）

既
得
権
を
握
る
特
権
層
へ
の
不
満
が
爆
発
、

抗
議
活
動
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、「
ハ
メ
ネ

イ
批
判
」
の
反
体
制
色
を
帯
び
、
全
土
に
抗

議
デ
モ
が
広
が
っ
て
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
電
話
の
遮
断
が
続
き
、
ス
タ
ー
リ
ン
ク

も
含
め
、
ネ
ッ
ト
封
鎖
は
異
例
の
１
０
０
時

間
を
超
え
た
。
衛
星
通
信
が
遮
断
さ
れ
る
の

は
史
上
初
の
事
と
い
う
。

　

そ
ん
な
中
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
イ
ラ
ン

経
済
に
打
撃
を
与
え
る
為
「
イ
ラ
ン
と
貿

易
を
続
け
る
国
に
25
％
の
関
税
を
課
す
」

と
表
明
。
中
国
等
か
ら
反
発
の
声
が
上

が
っ
た
。
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
集
計

に
よ
る
と
イ
ラ
ン
の
貿
易
額
は
、
こ
の
５

戦
闘
機
の
他
、
給
油
機
も
派
遣
し
、
中
東
地

域
の
防
空
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る
。
中
東
地

域
で
「
戦
闘
航
空
戦
力
を
展
開
・
分
散
・
維

持
す
る
能
力
を
示
す
為
」
演
習
を
実
施
す
る

と
し
て
い
る
。
イ
ラ
ン
へ
の
圧
力
を
益
々
強

め
る
構
え
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
は
「
イ
ラ
ン
指
導
部
の
権
力

基
盤
が
著
し
く
弱
っ
て
い
る
」
と
の
情
報

を
得
て
い
る
と
し
、
ハ
メ
ネ
イ
の
交
代
を

求
め
て
い
る
。
イ
ラ
ン
は
「
イ
ラ
ン
側
か

ら
攻
撃
す
る
意
図
は
な
い
」
と
繰
り
返
し

強
調
し
、
外
交
的
な
緊
張
緩
和
を
模
索
す

る
。
戦
争
に
な
れ
ば
、
既
に
疲
弊
し
て
い

る
経
済
が
更
な
る
打
撃
を
受
け
る
。
体
制

が
保
た
な
い
可
能
性
は
大
き
い
。

　

米
側
は
、
交
渉
の
条
件
と
し
て
「
イ
ラ

ン
国
内
の
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
全
て
国
外
に
撤

去
す
る
事
」、「
中
東
の
代
理
戦
力
へ
の
支

援
を
止
め
る
事
」
等
を
求
め
て
い
る
。
西

側
の
人
権
団
体
は
１
月
26
日
、
抗
議
活
動

で
の
死
者
が
６
１
２
６
人
に
達
し
、
う
ち

５
７
７
７
人
が
抗
議
者
だ
っ
た
と
明
ら
か

に
し
た
。

　

筆
者
は
、
ア
メ
リ
カ
が
大
掛
か
り
な
軍

事
攻
撃
よ
り
も
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
攻
撃

や
前
出
の
波
状
攻
撃
で
イ
ラ
ン
が
徐
々
に

弱
っ
て
い
く
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

年
、
中
国
が
輸
出
入
と
も
ト
ッ
プ
。
イ
ラ

ン
か
ら
の
輸
出
は
、
中
国
、
ト
ル
コ
、
イ

ン
ド
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
続
き
、
輸
入
は
、
中
国
、

Ｕ
Ａ
Ｅ
、ト
ル
コ
、イ
ン
ド
だ
。
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、
イ
ラ
ン
に
拠
点
を

置
く
日
系
企
業
は
26
社
（
２
０
２
４
年
８

月
）。
規
模
は
小
規
模
だ
が
、
ジ
ェ
ト
ロ

に
よ
る
と
、「
化
学
繊
維
や
電
気
機
器
の

輸
出
、
織
物
用
の
糸
・
繊
維
製
品
の
輸
入

に
影
響
が
出
そ
う
」
と
い
う
。
そ
れ
よ
り

も
、
仮
に
ア
メ
リ
カ
が
中
国
に
25
％
の
関

税
を
課
す
場
合
、「
中
国
の
対
米
輸
出
鈍

化
や
減
少
に
よ
る
景
気
の
悪
化
で
、
対
中

貿
易
を
行
う
日
本
企
業
に
影
響
が
出
る
恐

れ
が
あ
る
」
と
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
飯

島
大
介
氏
は
指
摘
す
る
。

　

１
月
16
日
、
イ
ラ
ン
当
局
が
、
抗
議
デ

モ
の
参
加
者
８
０
０
人
の
処
刑
を
中
止
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
緊
張
は
一
時
的

に
緩
和
さ
れ
た
が
、
予
断
は
許
さ
な
い
。

イ
ラ
ン
当
局
は
、「
死
者
数
は
３
１
１
７

人
」
と
発
表
し
た
が
、
ロ
イ
タ
ー
は
イ
ラ

ン
当
局
者
の
話
と
し
て
「
反
政
府
デ
モ
の

死
者
が
５
０
０
０
人
に
達
し
、
約
５
０
０

人
の
治
安
要
員
が
含
ま
れ
る
」と
伝
え
た
。

Ｆ
―
15
Ｅ
戦
闘
機
の
ヨ
ル
ダ
ン
配
備
は
、

そ
の
死
者
数
へ
の
新
た
な
反
応
だ
。
ロ
イ

タ
ー
は「
当
局
者
や
武
装
し
た
暴
徒
が『
罪

の
な
い
イ
ラ
ン
国
民
を
殺
害
し
た
』」
と

伝
え
た
。
ハ
メ
ネ
イ
師
は
「
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
暴
徒
を
扇
動
し
た
」
と
非
難
し
て

い
る
。

　

イ
ラ
ン
は
、
人
口
９
３
０
０
万
人
の
多

民
族
国
家
で
、
ペ
ル
シ
ャ
系
６
割
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
系
な
ど
多
様
な
民
族
を
抱

え
る
。人
口
の
お
よ
そ
１
割
は
ク
ル
ド
系
。

　

周
辺
各
国
は
「
強
す
ぎ
る
イ
ラ
ン
」
は

望
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、「
弱
す
ぎ
る
イ
ラ

ン
」
も
望
ん
で
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
明

確
に
「
体
制
の
弱
体
化
」
を
望
ん
で
い
る
。

ハ
メ
ネ
イ
体
制
が
、
万
一
崩
壊
す
れ
ば
、

様
々
な
民
族
に
よ
る
相
反
す
る
要
求
が
絡

み
合
い
、
内
戦
状
態
に
陥
る
可
能
性
も
あ

る
。
イ
ラ
ン
と
近
接
す
る
中
東
諸
国
に
と
っ

て
は
ま
さ
に
「
安
全
保
障
上
の
脅
威
」
に

な
る
の
だ
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
危
険
に
な

れ
ば
、
日
本
も
石
油
の
輸
入
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
物
資
の
輸
出
入
が
困
難
に
な
り
、

経
済
的
に
大
き
な
打
撃
を
被
り
か
ね
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
は
「
外
交
的
解
決
も
選
択
肢
に

あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
イ
ラ
ン
の
す
ぐ

そ
ば
に
巨
大
な
艦
隊
を
配
備
す
る
。
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
時
よ
り
も
規
模
は
大
き
い
」
と
１
月

26
日
に
言
及
。
原
子
力
空
母
や
最
新
鋭
戦
闘

機
を
数
日
以
内
に
イ
ラ
ン
周
辺
に
集
結
さ
せ

る
見
通
し
だ
。 

Ｆ
―
15
戦
闘
機
や
Ｆ
―
35


